
家庭訪問 ご協力ありがとうございました
今年もコロナウイルス感染拡大防止を意識しながらの家庭訪問となりましたが、ご理解・
ご協力いただきありがとうございました。今後も何かありましたら、お気軽に担任または
学校までご連絡下さいますようお願いいたします。

授業参観・育友会総会・学級懇談会 ４月２２日（金）
昨年は４月の授業参観をコロナウイルス感染拡大防止のため延期しましたが今年は

育友会総会も３年ぶりに開催することができました。大勢の育友会会員の皆様に出席を
していただき今年度の役員・活動予定・予算案を承認していただきました。本年度も
育友会活動へのご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

春の遠足 ４月２８日（木）
絶好の遠足日和の中、スポレクセンターに遠足に出かけました。片道約３キロの

距離で帰りはみんな疲れていましたが、頑張って歩きました。現地では集合写真を
撮ったりみんなで遊んだりお弁当を食べたり楽しく過ごすことができました。

【 前期 児童会役員 】
児童長 鉄羽 千紘 副児童長 福井 琴葉 中尾 光里
書記 西田 匡希 和田 惟愛

【 １学期 学級委員 】
２年 淡路 果央 東山 詩花 ３年 赤木 咲良 上本 美杏
４年 坂前 春磨 津田 隼世 ５年 淡路 茉央 迫田 羽愛
６年 赤井 莉子 勝野 世梛

育友会 役員体制 (敬称略)

会長 中兀 敦之
副会長 淡路 芳久 中尾 志郎 和田 朱美 福井 恵

朝の活動（調月タイム)と昼の活動(読書タイム) 地区・事業部長 大江 猛史 保体・健全育成部長 西尾 和希
１限始業前の１０分間、「調月タイム」という名称で、漢字・計算の練習や作文練習、 環境整備部長 森上 浩一
体力作りなどの取り組みを行っています。また昼の清掃時間の後、５限始業前１０分間 １年間よろしくお願いいたします
は読書タイムで本読みを行っています。

研究主題
主体的な学びに必要な｢話す力・聴く力｣の育成

令和４年度 調月小学校 スクールプラン

教育目標

豊かな心を持ち、確かでしっかりした学力と体力を身につけ、心身ともに健康で個性豊かな児童を育成する

(２) 豊かな心
① 道徳科の時間の充実
道徳性の向上と実践力の育成

② 人権を尊重する児童の育成
③ 望ましい人間関係力つくり

(４) 地域・保護者連携
① 教科や特別活動の時間を活用して、地域と連携(共育コミュニティ)
② 体育･文化的行事や参観授業を通じて学校を開放し、教育活動を公開
③ 学級通信･学校だより･ＨＰの公開により、開かれた学校を目指す

(１) 確かな学力
① 基礎・基本の定着
② 和歌山の授業つくり 基礎･基本 ３か条の推進
③ 読書習慣と語彙力・表現力の伸長
④ 確かな学力と学ぶ意欲の向上
⑤ 家庭と連携した学習習慣づくり

(３) 基本的生活習慣の確立
① 基本的生活習慣の確立

② 体位･体力･運動能力の向上

数値目標

①学校の学習がよくわかる。授業が
分かりやすいと答える児童が１００％

②家庭学習をする児童の割合が、
７５％以上

紀の川市の教育テーマ

・子供たちが学び合う

・教師が学びを創る

・家庭・地域が学びを支える

・紀の川市が学びを応援する

・

数値目標

③学校で善悪の判断を学ぶことが
できると答える児童が９５％以上

④ 「学校が楽しい」と答える児童が
９５％以上

めざす児童像

・自ら学び考え、確かな学力をもつ子ども

・豊かな心をもつ思いやりのある子ども

・心身ともにたくましく健やかな子ども

数値目標

⑤ 「早寝・早起き」ができている児童
が７５％以上

⑥新体力テストで、Ｄ・Ｅの児童が

１５％以下

「チーム調小」

・全児童を全教職員で育てる

・数値目標は定期的にチェック・

見直し・改善を行う

具体的方策

・教師同士の互見授業を常態化し、授業力を
上げる。

・電子黒板、タブレットを有効に活用する。

・火・木放課後の補充学習の充実を図る

具体的方策

・考え議論する道徳科の授業スタイルを確立
する

・毎月人権アンケートを実施し、子どもたちの
状況を把握する

具体的方策

・学期1回生活アンケートを実施し、保護者に
も協力を求め子どもたちの生活改善を図る。

・朝のトレーニングでスポーツテストの種目練
習を行い、体力の向上を図る。

学校だより 調 月 小 学 校
校訓 「伸びよ 仲よく」 No ２ 文責 杉本 和彦
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令和２年度より小学校で完全実施されている【新学習指導要領】では主体的･対話的で深
い学び（「アクティブ・ラーニング」）の視点からの学習過程の改善を行い、生きて働く知識･技
能の習得など、新しい時代に求められる資質･能力を育成することが求められています。これを
踏まえて本校の今年度スクールプランを計画しました。

学 校 教 育 方 針


